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とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。

▲発見された「深川の雪」（岡
田美術館蔵）

◀本庁舎４階に「品川の月」
と「吉原の花」の複製画が展
示されている。

（
締
め
切
り
）　

平
成
25
年
7
月
生
ま
れ　

５
月
16
日
（
金
）

（
当
日
必
着
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平
成
25
年
８
月
生
ま
れ　

６
月
11
日
（
水
）

　
　
　
「
月
」「
花
」
複
製
画
を
展
示

歌
麿
の
「
深
川
の
雪
」
発
見

　

３
月
２
日
、
歌
麿
の
浮
世

絵
大
作
「
深
川
の
雪
」
が
発

見
さ
れ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が

流
れ
ま
し
た
。

　
「
深
川
の
雪
」
は
、「
品
川

岩
いわかわ
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の
月
」（
米
国
・
フ
リ
ー
ア

美
術
館
蔵
）「
吉
原
の
花
」

（
米
国
・
ワ
ズ
ワ
ー
ス
・
ア

セ
ー
ニ
ア
ム
美
術
館
蔵
）
と

と
も
に
「
雪
月
花
」（
以
下
、

「
雪
」「
月
」「
花
」）

と
呼
ば
れ
、
歌
麿

が
栃
木
の
豪
商
に

依
頼
さ
れ
描
い
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。「
雪
」
は
、「
月
」

「
花
」
の
後
に
描
か
れ
た
歌
麿

晩
年
の
大
幅
と
さ
れ
、
今
ま

で
古
い
モ
ノ
ク
ロ
写
真
で
し

か
、
内
容
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
は
、
現
代
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
と
、

作
品
の
経
年
劣
化

を
も
再
現
し
た
金

箔
装
飾
を
用
い
た

複
製
画
の
「
月
」
と

「
花
」
を
制
作
し
、

歌
麿
ゆ
か
り
の
地

と
し
て
の
栃
木
市

を
広
く
周
知
し
な

が
ら
、「
雪
」
を
探

し
て
き
ま
し
た
。

市内各地を巡って

　

今
回
の
発
見
は
、
市
と
し

て
複
雑
な
気
持
ち
も
あ
り
ま

す
が
、本
作
品
が
修
復
の
後
、

色
鮮
や
か
に
甦
り
、
国
内
で

広
く
一
般
に
公
開
さ
れ
、
多

く
の
方
々
の
目
に
ふ
れ
る
こ

と
で
、
さ
ら
に
歌
麿
研
究
が

進
み
、
歌
麿
と
栃
木
の
ゆ
か

り
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

発
見
さ
れ
た
「
雪
」
は
、

６
月
30
日
（
月
）
ま
で
、
岡

田
美
術
館
（
神
奈
川
県
箱
根

町
）
で
特
別
展
示
。
ま
た
、

本
庁
舎
４
階
で
「
月
」「
花
」

の
高
精
細
複
製
画
を
展
示

（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15

分
）
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成 25年５月生まれの赤ちゃん

（
募
集
）
写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）・ 

生
年
月
日 

・
住
所
・
電
話
番
号
・
保
護
者
名
を

記
入
し
て
〒
３
２
８
‐
８
６
８
６
市
役
所
秘
書
広
報
課
へ
。
写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
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「新しい栃木市」発見

5 月 23 日（金）

賞　　名 作品名 作者名 住　所
最優秀賞 参拝の日　 写真① 田代　宏明 塩谷町

優秀賞
（3 点）

大柿の里山　　② 小花　一雄 栃木市
的中目指して　③ 富永　明 宇都宮市
春爛漫　　　　④ 竹熊　孝 栃木市

春夏秋冬賞
（4 点）

長福寺の枝垂桜 白石　則行 栃木市
ホタルの舞 田代　洋子 塩谷町
六角堂の紅葉 阿路　靖彦 小山市
初冠雪（晃石山） 時田　宣久 栃木市

観光協会賞
（5 点）

秋の夕暮れ 早野　由香 さいたま市
花と華電車 白寄　光男 栃木市
楽園 江　定男 足利市
にぎわう子供囃子 征矢　太一 鹿沼市
咲き誇る 海老沼清一郎 小山市

入選
（7 点）

初夏の蔵の街 木道　碩久 栃木市
空・燃える 茅原　正男 栃木市
雲海遠望 阿部　了 野木町
二人の釣人 新井　英治 久喜市
出流山 松本　登 栃木市
カモも出迎え 渡部　敏彦 宇都宮市
紅葉まつり 斉藤　啓助 加須市

入賞作品一覧

第
４
回
と
ち
ぎ
の
四
季
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
決
定
と
写
真
展
の
開
催

　

第
４
回
と
ち
ぎ
の
四
季
観
光

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
会
が

１
月
28
日
に
行
わ
れ
、
応
募
総

数
２
０
６
点
の
中
か
ら
審
査
の

結
果
、
20
点
の
入
賞
作
品
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
入
賞
作
品
の
写
真
展

を
次
の
会
場
・
日
程
で
行
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
と
ち
ぎ
山
車
会
館
１
階
ロ

ビ
ー
・
～
５
月
30
日
（
金
）

▽
大
平
図
書
館
・
８
月
13
日

（
水
）
～
９
月
２
日
（
火
）

▽
道
の
駅
み
か
も
・
９
月
４
日

（
木
）
～
25
日
（
木
）

▽
道
の
駅
に
し
か
た
・
９
月
27

日
（
土
）
～
10
月
15
日
（
水
）　

▽
つ
が
の
里
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
・
10
月
17
日
（
金
）
～
29

日
（
水
）

▽
遊
楽
々
館
・
11
月
１
日
（
土
）

～
13
日
（
木
）

　
（
第
５
回
コ
ン
テ
ス
ト
の
作

品
を
10
月
か
ら
募
集
す
る
予
定

で
す
）。

④

③
②

 

商
工
観
光
課 

☎
21
‐
２
３
７
３

①
最
優
秀
賞

優秀賞

　

栃
木
の
と
ち
ぎ
交
流
事
業
と

し
て
、
新
市
一
体
感
の
醸
成
に

向
け
、
市
内
各
地
の
名
所
な
ど

を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し

ま
す
。
今
回
は
西
方
地
域
、
都

賀
地
域
、
栃
木
地
域
を
巡
り
ま

す
。
本
市
の
魅
力
を
再
発
見
し

署
跡
地
（
室
町
）

◆
参
加
費　

２
，０
０
０
円（
昼

食
代
、
乗
船
料
含
む
）

◆
申
込
・
問
合
先　

５
月
１
日

（
木
）
～
12
日
（
月
）
ま
で
に

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課 

☎
21

‐
２
３
３
２
へ

ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
５
月
23
日
（
金
）

９
時
～
16
時
30
分

◆
定
員　

28
人（
先
着
順
）

◆
コ
ー
ス　

西
方
農
産
物

加
工
所
（
見
学
・
体
験
）

→
つ
が
の
里
（
昼
食
・
散

策
）
→
蔵
の
街
（
蔵
の
街

遊
覧
船
・
名
所
ガ
イ
ド
・

市
役
所
見
学
）

◆
集
合
場
所　

栃
木
警
察


